
 

 

第 2回吹田市市民自治推進委員会 会議録 

 

１ 日時 

    令和 5年（２０２3年）11月 15日（水）午後 4時から午後 4時 30分まで 

２ 場所 

    吹田市立男女共同参画センター 2階 第 1会議室 

３ 出席者 

    (1) 委員 

        若月 剛史（委員長）、金井 隆典（副委員長）、奥谷 義信、雑部 麻美、高原 新、西田 宗尚 

    (2) 事務局 

        高田市民部長 

        市民自治推進室 長井室長、田家参事、加樂主幹、廣澤主査 

４ 傍聴者 

    ０名 

５ 議題 

    (1) 講演会を振り返って 

(2) その他 

６ 議事の要旨 

    別紙「議事のまとめ」のとおり 
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議事のまとめ 

発言者 主な内容 

委員長 それでは委員会を開催いたします。先ほどの講演会を振り返って、率直なご意見、ご感想を

お聞かせいただきまして、次回開催の委員会の参考とさせていただきたいと思います。 

A委員 

 

一番大事なことは、まちを作るいうことは、人を作る。人と人とのつながりが、結局まちなの

かというイメージでお話を聞かせていただきました。以前、金沢に視察で行ったときに、金沢

にはまちづくり会社のようなものがあって、市の補助金に頼らず、自分でお金を稼ぐ。お金

を回すということは、やはりとても大事なことだと感じました。人の付き合いで知恵を回して、

お金を回していかないと、こういう組織は維持できないというのは、今、感じたことです。た

だ、自治会はどうやってお金を稼げばよいのかということが気になりました。 

B委員 

 

今回の講演会は率直によかったと思います。ただ、箕面船場のような大規模なまちづくり

を、どう吹田市に当てはめたらよいのかを考えていかないといけないと思いました。JR 吹田

駅から旭町通り、新旭町通りの商店街、さんくすのあたりの再開発には、今日のお話は参

考になるかと思います。我々としては、自治基本条例をどう活かしてまちづくりをするのかと

いう課題に向けて、市全体でどうするのかということを考えないといけないと思います。 

C委員 

 

机上の話だけではなく、箕面船場での具体例があり、とてもよかったと思います。大規模開

発に関するお話でしたが、小さなコミュニティであっても応用できるのではと感じました。自

治会と何かお金を生めるような仕組みとが一緒になるような新しい形のコミュニティを一つ

作ることができたら、吹田市でも波及していって、新しい形の吹田の自治が広がっていけば

いいなと良いイメージができてよかったと思います。 

D委員 

 

講演では自治会より大きな話をされていましたが、市民自治と言われて想像しやすいの

は、自治会だと思います。空き家や落書き等まちが荒廃しないためにも、まちづくりにも自治

会が重要な役割を果たすと思っていて、もうちょっと自治会を積極的に活用できるのではと

思いました。例えば、自治会のホームページを作るのを吹田市が支援してみるとか、そうい

ったことをやってもいいかなと思いました。 

副委員長 今日のお話の中で、自治会を含む地域コミュニティの持続可能な活性化のためには、経済

的な裏打ちが必要だということが、非常に大きな指摘だったと思います。ただ、それがただ

ちに自治会でお金を作れということではないと思います。自治会を含めた地域コミュニティ

の存在する地域が、ある程度の経済力を持っていることによって、自治会も含めた地域コミ

ュニティが活性化されていくということだと思います。また、まちの構成員、地域コミュニティ

が交流し、討議というような主体的な関わりをすることによって、経済力を持ったまちを作れ

るというお話だったと思います。あと、そういったまちを作るときに、構成員である地域住民

は、住んでいる人に限定するのではなく、例えば、学生さんや吹田市に住んではいないけれ

ども、通勤してくる人も構成員として考えて、交流・討議をしていくことが必要であるという

指摘も、今後、市民自治を考えていくうえで重要だと思いました。箕面船場のまちづくり協

議会は、住民の声を反映させるルートとして、また、市から市民への繋がりという意味では、

一つの協業、協働の形として参考になると思います。 

委員長 今はインターネットで買い物できたり、若い人はインターネットを利用して、地域外の人と付 
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き合う度合いが高くなっていると思います。地域にそういった人をどう呼び戻すかということ 

を考えないといけないと思いました。また、講演を聞いて、担い手をどう生み出していくのか 

ということが非常に大きな問題だと思いました。 

ご意見いただき、ありがとうございました。次回の開催日程につきまして、事務局から説明 

を受けたいと思います。 

事務局 次回の開催日は、後日調整させていただきます。 

委員長 それでは、本日の委員会はこれで閉会いたします。お疲れ様でした。 

順に、Ａ委員、Ｂ委員、Ｃ委員・・・と表記しています（委員長、副委員長を除きます）。 


